
○じょうぶな子 ○あかるい子 ○がんばる子

笑顔あふれる学校

【教育の動向】
・ポストコロナ時代に
おける教育活動の再
構築

・令和の日本型学校教
育の実現

・児童生徒が主役の授
業づくりの推進県の重点)

・いじめをしない、許
さない、命を大切に
する意識の醸成(県の重点)

・ICT活用の推進

重 点 目 標
一人一人のニーズに

応じた教育活動の推進

【社会の動向】
・社会の在り方が劇的に変
わる「Society5.0時代」

・ポストコロナ時代に対応
した生活様式の見直し

・社会全体のデジタル化・
オンライン化、DX加速の
必要性

・障害の有無にかかわらず、
すべての人がかがやく共
生社会の実現

小学部Ａコース 中学部Ａコース 高等部Ａコース 小・中・高Ｂコース
Cコース

（R5は在籍なし）

・進んで体を動かそ
う

・みんなで仲良く活
動しよう

・自分の課題をやり
遂げよう

・積極的に運動し健
康な生活を送ろう

・友達と関わりをも
ち、協力して活動
しよう

・自分の役割や課題
を最後までやり遂
げよう

・健康な体と心をつ
くろう

・発信力を高めよう
・自己実現に向けて
努力しよう

・元気に過ごそう
・関わりを増やそう
・いろいろなことを
やってみよう

・元気に過ごそう
・自分の気持ちを
伝えよう

・いろいろなことに
挑戦して楽しく活
動しよう

《学部コースの目標》

育てたい児童生徒の力

●健康な体 ●人と関わる力 ●前向きな姿勢

・健康な体を意識した生活を送。
・進んで運動に取り組む。

・学校や家庭で進んで挨拶、返事
をする。

・自分の目標を達成しようと
自分から行動する。

・健康的な食事、睡眠の確立を図る。

・メディアの適切な使用を意識づけ

る。

・朝昼の運動の習慣化を図る。

・運動会などの体育的行事や地域の

スポーツイベントへの参加を奨励

する。

・人と関わり交流する場を設定する。

・人と関わるスキルの定着を図る。

（表情、態度、言葉遣い等）

・挨拶、返事の習慣化を図る。

・多様な生活体験の場を設定する。

・表現ツールとしてICTを活用する。

・適切な自己目標を設定する。

・活動プロセスの明確化を図る

・目標達成のための支援を工夫す

る。

・活動の評価と改善を図る。

教師の願い 児童生徒のニーズ 保護者の願い 地域社会の願い

児童生徒の実態

県・行政

前籍校
保育園 幼稚園

小中学校
高等学校労働行政機関

社会福祉
行政機関

社会福祉法人

保護者

福祉事業所
医療機関

一般事業所

NPO法人

福祉事業所

連携・支援

小学部・中学部・高等部における各コースについて
Aコース：教科や各教科等を合わせた指導の学習を行う児童・生徒
Bコース：自立活動を中心とした学習を行う児童・生徒
Cコース：訪問教育を対象とした児童生徒


